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１．長期保全計画書の位置付け
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○青森県県有施設「長期保全計画書作成マニュアル」
○同マニュアル 入力要領・記載例

○青森県公共建築物利活用方針
県が長期に利用する施設については、一定の性能水準を維持するための長期保全計画を策
定し、計画的な保全措置を実施することにより施設の長寿命化を促進する。このため、目標
とする使用年数、維持すべき性能水準などの技術的項目に関する指針を策定する。

○青森県県有施設長寿命化指針
施設の機能や性能を良好に保つため、事後的な保全から予防的な保全に転換し、計画的に
保全を実施するため、長寿命化する施設は、長期保全計画書を作成する。

により各施設において作成する。

→「作成マニュアル」及び「入力要領・記載例」を今年度改訂予定

２．長期保全計画書の役割と目的

長期保全計画書は、施設の機能や性能を良好に保つため、建築物を構成する
多くの部品や材料のそれぞれの耐用年数、取り換え時期を予測し、その時期に
必要な費用を想定することにより、定期的な修繕や改修ができるように備えてお
くこと、及び施設の管理に携わる職員が保全の重要性を認識し、「長期的なコスト
管理」を行うことを目的に作成するものである。

（青森県県有施設「長期保全計画書作成マニュアル」より抜粋）
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施設管理者が施設の機能や性能を把握し、施設を良好
に保つために必要となる修繕工事の実施時期やおおまか
な費用を想定するための参考となる資料である。
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作成の対象となる施設

用途 対象施設

庁舎 事務庁舎、警察施設、福祉施設、社会教育施設、研修施設、
大学・各種学校、試験研究施設等

校舎 県立学校の校舎

体育館・寄宿舎 上記に附帯する体育館・寄宿舎

※朱書きはマニュアル改訂予定の内容

・附属建物等は対象外
・同種・同類の計画（長寿命化計画等）を策定している場合は対象外

作成状況

・別紙参照

３．長期保全計画書の構成

・①： 建物の基本情報、基本性能を記載

・②： 建物の劣化状況、定期点検結果、修繕工事履歴を記載

・③： 長期保全計画表

・計画的な保全のためのおおよその費用及び時期を表し、

同時に施工することが効率的な部位はまとめて修繕した

場合の計画表

・④： 計画的な保全のためのおおよその費用及び時期を表し、

施工の効率化を考慮しないで修繕した場合の計画表
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長期保全計画書 ②長期保全計画書 ①

長期保全計画書 ③④
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４．長期保全計画書のＢＩＭＭＳへの登録

作成又は更新した計画書はＢＩＭＭＳに登録することとしています。

9

【登録場所】
各施設 → 電子書庫
長期保全計画書フォルダ

長期保全したい建物

スケジュール（予定）

作成マニュアルの策定（平成21年3月）から10年以上が経過しており、今年度マ
ニュアルを改訂する予定。

計画書を未作成の場合はマニュアルを参照のうえ作成、作成（最終更新）から
概ね３年以上経過している場合は見直しをお願いします。
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５．長期保全計画書の今後について

長期保全計画書作成マニュアル改訂（行政経営管理課）

長期保全計画書作成又は見直し（各施設管理者）

・令和元年度12月頃

・令和元年度1月頃

～令和2年度



施設管理関係資料のありか
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職員ポータル「文書管理→施設管理者向けDB」

・青森県公共建築物利活用方針
・青森県県有施設長寿命化指針
・青森県県有施設「長期保全計画書作成マニュアル」
・青森県県有施設保全マニュアル
・青森県県有施設維持管理基準
・BIMMS操作マニュアル
・過去の施設管理担当者研修会資料 など

BIMMS「★Aomori Building 共通書庫用→電子書庫」

職員ポータル「文書管理→全庁文書」

・定期点検要領等（建築住宅課） → 定期点検要領・様式等

・青森県建築保全業務単価表
・清掃業務委託積算基準、運用、数量取扱要領、特記仕様書、記載要領など
・過去の施設管理担当者研修会資料
・職員ポータル「文書管理→施設管理者向けDB」に掲載しているもの

長期保全計画書について

★相談等はお気軽に下記までご連絡ください。

12

行政経営管理課ファシリティマネジメント推進グループ

電話：０１７－７３４－９１２５ 内線：２８８２
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別紙１

１．建築・設備の概要等

　（１）建築等の概要

敷地の概要

㎡

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ形式）

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ形式）

（ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ形式）

建築物の概要

㎡

㎡

造 （ﾌﾟﾙﾀﾞｳﾝ形式）

階 階

年 月

□ 金属 □ ｽﾚｰﾄ □ ｶﾜﾗ類 □ 押えｺﾝｸﾘｰﾄのまま

□ 押えｺﾝ+ﾀｲﾙ等 □ 露出砂付け □ ｼｰﾄ防水

□ 塗膜防水 □ その他

□ 外壁なし □ ｺﾝｸﾘｰﾄ打放（+吹付） □ ﾓﾙﾀﾙ塗（+吹付）

□ ALC板 □ ﾀｲﾙ貼 □ 石貼 □ 金属板貼 □ 石綿

□ ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ □ PC板+ﾀｲﾙ貼 □ 既成ｺﾝｸﾘｰﾄ

□ ｶﾞﾗｽｻﾌｧｰﾄﾞ類 □ 木製 □ その他

□ なし □ ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し等 □ ﾓﾙﾀﾙ直均し等

□ ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ類 □ ｶｰﾍﾟｯﾄ類 □ 木製ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

□ ﾀｲﾙ・石貼 □ ﾀﾀﾐ □ その他

□ 仕上げなし □ ｺﾝｸﾘｰﾄ打放 □ 吹付類

□ 塗装類 □ 壁紙 □ ﾀｲﾙ・石貼

□ 木製 □ 岩綿板 □ ﾊﾟｰﾃｨｼｮﾝ

□ 石こうﾎﾞｰﾄﾞ □ 石綿板 □ 珪ｶﾙ板 □ その他

□ 天井なし □ 石こうﾎﾞｰﾄﾞ・石綿板 □ 壁紙

□ 岩綿吸音板 □ ｼｽﾃﾑ天井 □ 木製

□ 金属製 □ 光天井 □ その他

施設名

用途地域

建築面積

延床面積

構造

壁仕上

天井仕上

階数

外壁仕上

床仕上

西暦

地上 地下

所在地

敷地面積

都市計画区域の内外

防火地域

竣工年

屋根仕上
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　（２）電気設備等の概要

□ 従量電灯 □ 業務用季節別時間帯別電力 □ 融雪用電力A

□ 低圧電力 □ 業務用季節別時間帯別電力Ⅱ □ 融雪用電力AⅡ

□ その他低圧 □ 業務用ウィークエンド電力 □ 融雪用電力B

□ 業務用電力 □ 高圧電力 □ 融雪用電力BⅡ

□ 業務用電力Ⅱ □ その他高圧

配電盤 □ 屋内形 □ 屋外形 □ キュービクル式 □ その他

変圧器 □ 油圧 □ ﾓｰﾙﾄﾞ

進相用ｺﾝﾃﾞﾝｻ □ 高圧 □ 低圧 □ 自動力率調整

形式 □ 屋内形 □ 屋外形 □ 高圧 □ 低圧

原動機 □ ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ □ ｶﾞｽﾀｰﾋﾞﾝ □ 太陽光 □ その他

用途 □ 建築基準法・消防法に基づく防災負荷 □ その他

蛍光ﾗﾝﾌﾟ □ 省ｴﾈ形 □ 一般形

誘導灯 □ 高輝度形 □ 一般形

非常用照明 □ 電池内蔵形 □ 電池別置形

電気融雪 □ 玄関ポーチ □ 屋上 □ 避難路 □ その他

蓄電池 □ HS □ MSE □ MSE(長寿命） □ その他

用途 □ 非常用照明 □ 受変電制御 □ その他

交流無停電電源装置

用途 □ コンピュータ等 □ 防災用 □ 通信機器 □ その他

自動火災報知設備 □ P形 □ R形 □ G形 □ 副受信機

非常警報設備 □ 非常ベル □ 非常放送

構内交換設備 電話交換機 □ 電子交換機 □ PBX □ VoIPｼｽﾃﾑ

□ 電気時計設備

□ 拡声設備(構内放送設備)

□ 情報表示設備(出退表示装置等）

□ 映像・音響装置

□ 誘導支援装置（音声誘導、トイレ呼び出し装置等）

□ テレビ共同受信設備

□ 監視カメラ設備

□ 防犯・入退室管理設備

方式 □ 共同受信設備 □ 個別対策 □ CATV

□ 常用EV □ 人荷用EV □ ｴｽｶﾚｰﾀｰ □ 非常用EV

電気供給契約種別

受変電設備

発電設備

電灯設備

電波障害防除設備

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設備

電熱設備

静止形電源設備

警報設備

その他弱電設備
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　（３）機械設備等の概要

冷暖房設備

□ 蒸気方式 □ 温水方式 □

□ 局所暖房方式（FFストーブ等） □ 局所冷房方式(エアコン等)

機器 □ 真空式温水発生機 □ 無圧式温水発生機

□ 鋼製ﾎﾞｲﾗｰ □ 小型貫流ﾎﾞｲﾗｰ □ 鋳鉄製ﾎﾞｲﾗｰ

□ 直吸収冷温水機 □ ﾁﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ □ その他

燃料 □ 都市ｶﾞｽ □ 灯油 □ 重油

蓄熱 □ 水蓄熱 □ 氷蓄熱

冷却塔 □ 開放式 □ 密閉式

放熱器 □ ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ □ ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ □ ﾍﾞｰｽﾎﾞｰﾄﾞﾋｰﾀｰ

□ ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ □ ﾕﾆｯﾄﾋｰﾀｰ □ 鋳鉄製ﾗｼﾞｴﾀｰ

空調機 □ ﾕﾆｯﾄ形 □ ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形 □ ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ

方式 □ 三種換気（排気扇） □ 一種換気(熱交換形換気扇)

□ 空調用ポンプ □ ボイラー給水ポンプ □ 真空給水ポンプ

□ オイルポンプ □ 補給水ポンプ

□ 還水タンク □ 膨張タンク □ オイルタンク

□ オイルサービスタンク □ ホームタンク

自動制御設備 □ 中央式監視制御 □ 個別制御

給排水衛生設備

方式 □ 水道直結方式 □ 高置水槽方式 □ 加圧送水方式

水源 □ 公共水道 □ 井戸 □ 雨水利用 □ 排水再利用

ポンプ類 □ 揚水ポンプ □ 自動給水ポンプユニット

□ 深井戸用水中ポンプ

タンク類(受水槽・高置水槽)

□ FRP製 □ ステンレス製 □ 鋼製

排水先 □ 公共下水道 □ 浄化槽

ポンプ類 □ 汚水水中ポンプ □ 雑排水ポンプ

方式 □ 中央式（機械室にボイラーを設置） □ 局所式

温水発生機 □ 真空式温水発生器 □ 無圧式温水発生器

□ 暖房ボイラを兼用 □ ガス湯沸器

□ 貯湯式電気温水器

ポンプ類 □ 給湯用循環ポンプ

タンク類 □ 膨張タンク □ 貯湯タンク

種別 □ 都市ガス □ 液化石油ガス

種別 □ 屋内消火栓 □ 屋外消火栓 □ 連結送水管

□ ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ □ 連結散水 □ 泡消火

□ 不活性ｶﾞｽ消火 □ 粉末消火

ポンプ類 □ 消火ポンプユニット

タンク類 □ 消火用充水タンク □ 呼水槽

設備概要
冷温水方式(中央式冷暖房)

熱源設備

空調・放熱機器

換気設備

ポンプ類

タンク類

給水設備

排水設備

給湯設備

ガス設備

消火設備
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別紙２

１．保全調査・診断等の概要

　（１）劣化度調査等の概要

　（２）定期点検等の概要

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

年 月

　（３）修繕工事履歴

月年

月年

月年

月年

月年

月年

年 月

実施年月 修繕箇所 工事概要

年 月

実施年月 調査結果の概要

月

建築

電気

機械

年

月

建築

電気

機械

年

電気

機械

実施年月 調査結果の概要

年 月

建築

 



参考　１
長期保全計画表 庁舎用 2009 年 3 月

年

㎡ 経過年数 16 年 残年数 72 年 88 年

（千円）

経過年数 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039

未更新 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 計

20 8,550 1993 17,100 17,100 34,200 34,200

20 5,630

20 11,200

20 3,590 1993 7,180 7,180 14,360 14,360

20 2,890 1993 5,780 5,780 11,560 11,560

40 8,820 1993 17,640 17,640 17,640

40 5,240 1993 10,480 10,480 10,480

40 9,550 1993 19,100 19,100 19,100

40 1,130 1993 2,260 2,260 2,260

40 4,270 1993 8,540 8,540 8,540

40 8,030 1993 16,060 16,060 16,060

40 10,700 1993 21,400 21,400 21,400

40 1,570 1993 3,140 3,140 3,140

40 11,500 1993 23,000 23,000 23,000

40 10,500 1993 21,000 21,000 21,000

40 15,700 1993 31,400 31,400 31,400

40 8,190 1993 16,380 16,380 16,380

20 3,170 1993 6,340 6,340 12,680 12,680

40 1,940 1993 3,880 3,880 3,880

40 4,490 1993 8,980 8,980 8,980

40 470 1993 940 940 940

40 2,070 1993 4,140 4,140 4,140

20 860 1993 1,720 1,720 3,440 3,440

40 6,560 1993 13,120 13,120 13,120

40 8,630 1993 17,260 17,260 17,260

40 6,710 1993 13,420 13,420 13,420

20 9,300 1993 18,600 18,600 37,200 37,200

20 1,300 1993 2,600 2,600 5,200 5,200

20 7,440 1993 14,880 14,880 29,760 29,760

20 4,900 1993 9,800 9,800 19,600 19,600

20 1,100 1993 2,200 2,200 4,400 4,400

40 1,490 1993 2,980 2,980 2,980

40 17,000 1993 34,000 34,000 34,000

20 6,900 2008 13,800 13,800 13,800

20 380 2008 760 760 760

40 1,100 1993 2,200 2,200 2,200

40 2,360 1993 4,720 4,720 4,720

20 80 2008 160 160 160

40 5,230 1993 10,460 10,460 10,460

20 40 2008 80 80 80

40 920 1993 1,840 1,840 1,840

40 1,530 1993 3,060 3,060 3,060

40 2,860 1993 5,720 5,720 5,720

20 260 2008 520 520 520

40 1,030 1993 2,060 2,060 2,060

490 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 29,400 29,400

30,060 128,680 158,740 158,740

8,060 130,900 138,960 138,960

48,080 15,320 145,800 209,200 209,200

980 980 980 87,180 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 16,300 980 980 980 980 406,360 980 980 980 980 980 980 536,300 536,300

電
気
設
備

機
械
設
備

構内交換設備機器

電気時計器具

拡声器具

自動火災報知装置

電灯設備機器

動力設備機器

暖房配管・暖房器具

ﾎﾞｲﾗｰ

建
築

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水押さえｺﾝ※1

更新項目

外部鋼製建具

内部鋼製建具

外壁吹付塗材

外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ

木製建具

内部床

保全費合計

建　　　築　　計

消火栓、配管類

修　　繕　　費

空調機器

給湯配管類（弁類供）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設備

項目

電気設備　　計
保全費小計

冷暖房用ﾀﾝｸ（ｵｲﾙﾀﾝｸ含む）

給湯ﾎﾟﾝﾌﾟ

機械設備　　計

自動制御機器

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水配管類（弁類共）

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

衛生器具類

更新年月

施設名称

延べ床面積 2,000.00

○○庁舎

所　　属

作 成 者竣工年（西暦） 1993

最終更新年

（年）

目標使用年数

自家発電設備機器

非常警報設備機器

未更新
＋
計

金属屋根（ｶﾊﾞｰ工法）

塗膜防水

目標更新
周期
（年）

標準更新
単価

（円／㎡）

内部壁

内部天井

外部ｱﾙﾐ建具

ｱﾙﾐ笠木

冷却塔

給湯ﾀﾝｸ類

空調配管類（弁類共）

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ

受変電設備機器

ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備機器

給水ﾀﾝｸ類

排水配管類

冷暖房用ﾎﾟﾝﾌﾟ類

換気機器（熱交換型）

冷温水器

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023 2025 2027 2029 2031 2033 2035 2037 2039

（
千
円

）

建築+電気＋機械+修繕　計 未更新計 累計

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

400,000

450,000

2009年 2011年 2013年 2015年 2017年 2019年 2021年 2023年 2025年 2027年 2029年 2031年 2033年 2035年 2037年 2039年

（
千
円

）

建　　　築　　計 電気設備　　計 機械設備　　計 修　繕　費　計 未　更　新　計年別項目別保全費
項目別保全費

158,740千円
30%

138,960千円
26%

209,200千円
39%

29,400千円
5%

0千円
0%

建築 電気設備 機械設備 修繕 未更新

保全費累計

- 16 -



参考　２
標準的な更新シート 庁舎用 2009 年 3 月

年

㎡ 経過年数 16 年 残年数 72 年 88 年

（千円）

経過年数 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46

2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039

未更新 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 計

30 8,550 1993 17,100 17,100 17,100

20 5,630

30 11,200

15 3,590 1993 7,180 7,180 7,180 14,360 21,540

15 2,890 1993 5,780 5,780 5,780 11,560 17,340

40 8,820 1993 17,640 17,640 17,640

30 5,240 1993 10,480 10,480 10,480

30 9,550 1993 19,100 19,100 19,100

30 1,130 1993 2,260 2,260 2,260

30 4,270 1993 8,540 8,540 8,540

30 8,030 1993 16,060 16,060 16,060

30 10,700 1993 21,400 21,400 21,400

40 1,570 1993 3,140 3,140 3,140

30 11,500 1993 23,000 23,000 23,000

30 10,500 1993 21,000 21,000 21,000

25 15,700 1993 31,400 31,400 31,400

25 8,190 1993 16,380 16,380 16,380

20 3,170 1993 6,340 6,340 12,680 12,680

25 1,940 1993 3,880 3,880 3,880

25 4,490 1993 8,980 8,980 8,980

25 470 1993 940 940 940

25 2,070 1993 4,140 4,140 4,140

20 860 1993 1,720 1,720 3,440 3,440

30 6,560 1993 13,120 13,120 13,120

30 8,630 1993 17,260 17,260 17,260

40 6,710 1993 13,420 13,420 13,420

20 9,300 1993 18,600 18,600 37,200 37,200

15 1,300 1993 2,600 2,600 2,600 5,200 7,800

20 7,440 1993 14,880 14,880 29,760 29,760

20 4,900 1993 9,800 9,800 19,600 19,600

20 1,100 1993 2,200 2,200 4,400 4,400

30 1,490 1993 2,980 2,980 2,980

25 17,000 1993 34,000 34,000 34,000

15 6,900 2008 13,800 13,800 27,600 27,600

20 380 2008 760 760 760

30 1,100 1993 2,200 2,200 2,200

25 2,360 1993 4,720 4,720 4,720

15 80 2008 160 160 320 320

30 5,230 1993 10,460 10,460 10,460

20 40 2008 80 80 80

30 920 1993 1,840 1,840 1,840

30 1,530 1993 3,060 3,060 3,060

30 2,860 1993 5,720 5,720 5,720

20 260 2008 520 520 520

30 1,030 1993 2,060 2,060 2,060

490 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 980 29,400 29,400

12,960 107,900 20,780 12,960 141,640 154,600

8,060 65,720 57,120 8,060 138,960 138,960

2,600 45,480 38,720 62,140 1,360 58,900 16,560 223,160 225,760

15,560 980 980 980 54,520 980 980 980 980 105,420 980 980 980 980 228,140 980 980 980 980 2,340 980 980 980 980 88,720 980 980 980 980 30,500 980 533,160 548,720

更新年月

所　　属

施設名称 ○○庁舎 竣工年（西暦） 1993 作 成 者

延べ床面積 2,000.00 目標使用年数

更新項目
目標更新
周期
（年）

標準更新
単価

（円／㎡）

最終更新年

（年）

建
築

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水押さえｺﾝ※1

塗膜防水

金属屋根（ｶﾊﾞｰ工法）

外壁吹付塗材

外壁ｼｰﾘﾝｸﾞ

外部ｱﾙﾐ建具

外部鋼製建具

内部天井

ｱﾙﾐ笠木

項目
未更新
＋
計

内部鋼製建具

木製建具

内部床

内部壁

電
気
設
備

受変電設備機器

自家発電設備機器

電灯設備機器

動力設備機器

拡声器具

ﾃﾚﾋﾞ共同受信設備機器

自動火災報知装置

非常警報設備機器

構内交換設備機器

電気時計器具

冷暖房用ﾀﾝｸ（ｵｲﾙﾀﾝｸ含む）

空調配管類（弁類共）

ｴﾚﾍﾞｰﾀｰ設備

冷却塔

空調機器

換気機器（熱交換型）

冷暖房用ﾎﾟﾝﾌﾟ類

給湯配管類（弁類供）

衛生器具類

消火ﾎﾟﾝﾌﾟ

消火栓、配管類

暖房配管・暖房器具

冷温水器

給湯ﾎﾟﾝﾌﾟ

給湯ﾀﾝｸ類

自動制御機器

給水ﾎﾟﾝﾌﾟ

給水ﾀﾝｸ類

給水配管類（弁類共）

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ

排水配管類

保全費合計

修　　繕　　費

機
械
設
備

ﾎﾞｲﾗｰ

保全費小計
建　　　築　　計

電気設備　　計

機械設備　　計
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600,000

2009 2011 2013 2015 2017 2019 2021 2023 2025 2027 2029 2031 2033 2035 2037 2039

（
千
円

）

建築+電気＋機械+修繕　計 未更新計 累計

0

50,000

100,000
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2009年 2011年 2013年 2015年 2017年 2019年 2021年 2023年 2025年 2027年 2029年 2031年 2033年 2035年 2037年 2039年

（
千
円
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建　　　築　　計 電気設備　　計 機械設備　　計 修　繕　費　計 未　更　新　計年別項目別保全費
項目別保全費

141,640千円
26%

138,960千円
25%

223,160千円
41%

29,400千円
5%

15,560千円
3%

建築 電気設備 機械設備 修繕 未更新

保全費累計
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